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１．研究計画の概要 多変数保型形式に付

随する L 関数（保型的 L 関数）の解析的性質
(解析接続, 関数等式, 極の位置)をその積分
表示（ゼータ積分）を用いて明らかにする. 具
体的には，次数２の非正則 Siegel 尖点形式か
ら定まる，スピノール L 関数と標準 L 関数と
呼ばれるそれぞれ４次または５次のオイラ
ー積で定義されるL関数を主たる考察対象と
する. このうち，スピノール L 関数に関して
は，研究代表者らの結果を必ずしも大域
Whittaker模型を持たない一般のSiegel尖点
形式に拡張する事が目標となる. いずれの L
関数に関しても，フーリエ展開の局所理論
（Whittaker 模型, 新谷模型）が不可欠であ
り，その整備が一つの研究の柱となる. 
 

２．研究の進捗状況 フーリエ展開の局所
理論に関しては, GSp(2,R)上の大きな離散系
列表現に属する一般化 Whittaker 関数
(Bessel 関数とも称される)の一意性と明示的
な公式に関する論文を取りまとめた. １９９
０年代より一部で疑問視されていた不定符
号の指標に付随する一般化 Whittaker 模型
の一意性が, 少なくとも離散系列表現に関す
る場合には成立することが確定した. 証明の
技術的な部分においては, 常微分方程式の解
の漸近展開に関する補題が一つの鍵となる. 

研究代表者は, ２００３年度にすでに上記
の懐疑論に対してある考察から否定的な感
触を得ていたが, この結果はその感触を裏打
ちするものである。論文はすでに査読付学術
雑誌に投稿され、採録が決定している. 

さらに主系列表現に属する場合の一般化
Whittaker 模型について、Sp(2,R)ではその成
立が期待できないが、GSp(2,R)では依然とし
て一意性が成立することを示し問題のデリ

ケートな側面を浮き彫りにした（成蹊大学理
工学部の石井卓氏との共同研究）. この結果
はすでに学会発表を行った. 準備中の論文は
査読付学術雑誌に投稿する予定である. 
 そのほか、ｐ進体上の新谷模型の研究にも
着手した. 
 
３．現在までの達成度  
 
(2) おおむね順調に進展している 
 
（理由） 
局所理論は、重複度自由定理の成立に関する
上記の微妙な側面に気がつくなど, 当初の予
想を上回る面白い進展を見せた。一方、その
大域的応用に関してはすでにプランは固ま
り, それを具体化していく段階にある. 
 
 
４．今後の研究の推進方策  
 
 
上記の主系列表現に属する場合の一般化
Whittaker模型に関する論文のとりまとめを
進め、ほかの代数群においても似たような状
況がないかもあわせて検討する.  
 大きな離散系列表現を生成する Siegel 尖
点形式に対するスピノールＬ関数・標準Ｌ関
数の解析的性質を可能な限り一般的な形で
証明する方向で研究を進める. 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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